
   

 
 
 

いよいよ就職活動が始まりました。あなたの「なりたい・望む」 

企業を選ぶ前に、あなたが目指す業界～企業についてじっくり 

と調べましょう。 

そのためには、少し時間をかけて「企業研究」をして就職先を 

探すことで、あなたの選ぼうとする企業のマッチング度合いが 

より高まることと思います。 
 
① 「企業研究」の目的  

自分の志向性に合う企業と出会い、マッチするかどうかを見極めるために、企

業への理解を深め、興味のある業界の中から、自分に合う企業を見つけて、

企業への熱意（志望動機）を具体化すること。 

② 調べる順序  

A.業界研究⇒B.職種研究⇒C.企業研究 …の順で調べるのがベター。 

③ 業界研究の方法 

Ⅰ 本で調べる。（「業界研究」等） Ⅱ ネットで調べる。 Ⅲ 人に聞く。 

④ 業界の選び方 

Ⅰ 自分の興味のある業界 Ⅱ 身近な人（家族・友人）が勤めている業界。 

Ⅲ 稼ぎやすい業界 Ⅳ 成長が期待される業界 

⑤ 職種研究 

職種研究とは、仕事の種類の研究の事。 

例）・商品を売り込む「営業」 ・お金を扱う「経理」 ・採用などを行う「人事」等 

※なりたい職種を絞り込むのではなく、色々種類があるのを知っておこう。 

⑥ 企業研究の方法 

Ⅰ 学校に来ている求人を利用 Ⅱ 公的な職業紹介を利用（ハローワーク） 

Ⅲ 会社説明会に出席 Ⅳ 会社のホームページ Ⅴ 先輩を訪問し話を聞く 

Ⅵ その他（民間の職業紹介サービス、就職情報誌、ネット関連ツール等） 

⑦ 企業研究で見るべきポイント 

Ⅰ 企業の特徴 

企業情報…企業理念、設立年度、資本金、本社・事業所の所在地 

事業内容…商品・サービス等、企業が営むビジネスの中身 

従業員の働き方について設けられた制度 

…人事・教育制度、休暇・休業制度、福利厚生等 

    採用情報…採用人数、初任給（初年度月収例）等 

  Ⅱ 同業界での位置づけ、他社との違いを知る。 

    業態や取引先・販売先の違い。（業務対象が企業や法人か…一般消費者か） 

    事業規模の違い。（売上高、営業利益、従業員数、資本金等） 

    資本構成の違い。（系列系、独立系、外資系） 

  Ⅲ 自分の志向と企業とのマッチング具合を分析 

    その企業について「良いと思う点」「気になる点」を挙げ、自分の志向と照ら 

し合わせることで、自分に合っているかどうかを分析する。 
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⑧ 企業研究ノートを作成し研究成果を記し企業選択に役立てよう。 

 

【企業研究ノート 例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※企業研究は、あなたと企業とのマッチングをするうえで、 

相手（企業）を知るための大切なプロセスです。 

朱書き部分は、あなた

が企業の内容を調べた

ことについて記載 


